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１．はじめに
　本県の大莢エンドウの栽培は、昭和初期に
カナダから導入された品種を元に育成された
「オランダエンドウ」が用いられています。
この品種は、夏まき年内どり栽培の場合、開
花節位が高く、播種から収穫開始まで2ヶ月
以上かかるため、降霜が早い地域では収量が
少なくなります。そこで、夏まき栽培で、収
量・品質に優れる品種の選定を行いました。

２．試験方法
　品種は表１に示す９品種を用い、2011年８
月26日に播種しました。うね幅150cm、株間
20cm、１穴４粒播種、白黒ダブルマルチ被
覆、側枝放任で栽培し、基肥N-10kg/10a（F
入り豆元肥）、追肥N-5kg/10a（千代田化成）
×２回（開花始め、収穫盛期）としました。

３．試験結果
　第１花の着生節位は、「オランダエンド
ウ」では26節で、多くの品種で20節以上でし
たが、「ニムラ大莢オランダ」（以下、「ニ
ムラ」）は11節と低節位から着花しました
（表１）。
　総収量は、「ニムラ」および「かわな大莢
PMR」が「オランダエンドウ」より多くな
りました（図２）。また、多くの品種で総収
量の80％以上を12月に収穫したのに対し、
「ニムラ」は10月下旬から収穫が始まり、11
月末までに総収量の約50％を収穫できました。

　莢の形状は、「シルキー大莢」で「オラン
ダエンドウ」と比べて明らかに小さく、「仏
国大莢」では莢長が、「かわな大莢PMR」
では莢幅が、やや短い傾向でした（表１）。
その他の品種は「オランダエンドウ」とほぼ
同等でした。莢の色は、「シルキー大莢」が
やや白みがかり、その他の品種は、「オラン
ダエンドウ」とほぼ同等でした。

４．まとめ
　今回の結果から、大莢エンドウの夏まき年
内どり栽培では、「ニムラ大莢オランダ」が
早くから収穫でき、莢の形状も「オランダエ
ンドウ」と同じで、有望と考えられました。
ただし、この品種は、種苗メーカーが種子の
販売を終了しており、種子の増殖が必要とな
ります。　　　　（園芸部　川西　孝秀）
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図１　大莢エンドウ夏まき年内どり作型における各品種の時期別収量
　　　 注）12月18日に霜害
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